
Q�を���以上の自然数とする．いま，Q�チームが総当たり戦を行う．ただし，��つのチー

ムが対戦するときの勝敗の確率は�
�

�
�とする．

���　Q�チームのうち全勝の成績を残すチームが現れる確率� �3 �を求めよ．

���　全勝の成績を残すチームと全敗の成績を残すチームがともに現れる確率� �3 �を求め

　よ．

���　全勝あるいは全敗の成績を残すチームが現れない確率� �3 �を求めよ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���　豊橋技術科学大�

 解説

����Q�チームを� �D �� �D ��…�� QD �とする

�D �が全勝するとき

�D �を含む�Q���試合はすべて� �D �が勝って

あとの試合はどちらが勝ってもよい

�D �から� QD �が全勝するときも同様

よって
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���� �D �が全勝し，� �D �が全敗するとき

�D �を含む�Q���試合はすべて� �D �が勝って

�D �を含む� �D �との試合以外の�Q���試合はすべて� �D �が負けて

あとの試合はどちらが勝ってもよい

誰が全勝しても，誰が全敗してもよいから
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����$�：全勝のチームが現れる

%�：全敗のチームが現れる　事象とする

求める確率は�3� 
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